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　令和２年第２回定例会は、６月10日から６月19日までの
10日間の会期で開きました。今定例会では、同意８件、単行
議案10件、補正予算２件、陳情２件等を審議しました。（関
連記事P.４～ P.５）
　今回は、２期目の当選を果たした宮原町長による肉付予算
が発表され、所信表明及び施政方針が述べられました。
　また、一般質問には９人の議員が登壇し、執行部に質問を
行いました。（関連記事P. ６～ P.15）

肉付予算肉付予算、、農業委員農業委員 など審議など審議
　

一
般
会
計
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
が

町
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
肉
付
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算

に
は
、
保
育
所
等
整
備
補
助
金
、
川
西
地

区
排
水
ポ
ン
プ
設
置
等
工
事
請
負
費
、
円

山
公
園
複
合
遊
具
設
置
工
事
請
負
費
、
中

学
校
教
頭
住
宅
工
事
請
負
費
等
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

補正予算
令和２年度補正予算

会計名 補正額 補正後
の総額 主な内容(歳出)

一般会計 5億
2786万円

61億
8300万円

・�財政調整基金積立金
・�保育所等整備補助金
・�川西地区排水ポンプ設置等工事
請負費
・�円山公園複合遊具設置工事請負費
・�道路新設改良工事請負費(池之原
境線、山野松原線)
・�東串良中学校教頭住宅工事請負費
・�両小学校のバックネットを撤去・
新規設置
・�柏原小学校の渡り廊下改修工事
請負費

介護保険特別会計
(保険事業勘定) 2735万円 9億

8535万円
・�前年度実績に伴う返還金
・�一般会計繰出金

　

任
期
満
了
に
よ
る
農
業
委
員
会
委
員

（
定
数
８
人
）
の
任
命
に
つ
い
て
、
８
人

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、７
人
は
同
意
し
（
賛

成
７
、
反
対
２
）、
１
人
は
不
同
意
と
し

ま
し
た
（
賛
成
４
、
反
対
５
）。
同
意
し

た
７
人
は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
３
年

間
（
令
和
２
年
７
月
20
日
～
令
和
５
年
７

月
19
日
）
で
す
。（
関
連
記
事
P. 

17
）

●
堅
山
　
秋
敏
さ
ん
（
71
歳　
岩
弘
中
）

●
木
佐
貫 

一
孝
さ
ん（
67
歳　
池
之
原
下
西
）

●
福
岡 

み
ど
り
さ
ん（
67
歳　
馬
越
上
）

●
大
村
　
教
男
さ
ん
（
69
歳　
大
塚
原
）

●
鶴
丸
　
千
尋
さ
ん
（
67
歳　
大
塚
原
）

●
吉
ケ
崎 

弘
一
さ
ん（
66
歳　
永
峯
下
）

●
谷
口
　
憲
三
さ
ん
（
70
歳　
新
町
中
）

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得

に
対
し
て
課
税
す
る
「
所
得
割
額
」、
固

定
資
産
税
に
対
し
て
課
税
す
る
「
資
産
割

額
」、
加
入
者
１
人
あ
た
り
に
対
し
て
課

税
す
る
「
均
等
割
額
」、
加
入
世
帯
１
世

帯
あ
た
り
に
対
し
て
課
税
す
る
「
平
等
割

額
」
の
４
方
式
で
算
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
う
し
た
４
方
式
か
ら
「
資
産

割
額
を
廃
止
」
し
３
方
式
で
の
課
税
方
式

に
改
め
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
伴
い
所
得
割

額
は
据
え
置
き
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額

を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
内
容
で
、
改
正
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
起
立
採
決
に
よ
り
賛
成

７
、反
対
２
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※�

詳
細
は
、
税
務
課
（
☎
63

－

３
１
０
９
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員

　
７
人
を
同
意
、
１
人
は
不
同
意

国
保
税
、

　
課
税
方
式
な
ど
改
め
る

反
対
意
見

　

経
験
の
あ
る
方
を
優
先
に
選
考
さ

れ
、
未
経
験
の
方
は
推
進
委
員
で
学

ん
で
ほ
し
い
と
の
判
断
で
選
考
さ
れ

た
。
選
出
選
考
に
公
平
を
感
じ
な
い

の
で
反
対
す
る
。	
（
小
川　
香
織
）

反
対
意
見

　
政
府
の
進
め
る
国
保
税
の
都
道
府
県

化
に
よ
り
、
全
国
的
に
国
保
税
の
値
上

げ
が
行
わ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る
。

　
今
回
、
１
世
帯
当
た
り
年
間
１
万
円

程
の
税
額
の
引
上
げ
と
な
る
。
税
率
の

変
更
に
反
対
す
る
。 

（
宮
地　
利
雄
）
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令和２年
６月議会 肉付予算肉付予算、、農業委員農業委員

　
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料
軽
減
強
化

と
し
て
、
次
の
と
お
り
減
額
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

※�

詳
細
は
、
福
祉
課
（
☎
63

－

３
１
０
３
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
優
良
雌
牛
の
定
着
化
や
、
優
良

乳
用
雌
牛
の
導
入
促
進
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
で
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
れ
を
一
本
化
し
、
あ
わ
せ
て

貸
付
事
業
を
拡
充
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

■�

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車
購
入
契

約
を
可
決
（
全
会
一
致
）

　
災
害
時
に
は
火
災
活
動
だ
け
で
な
く
給

水
活
動
も
期
待
で
き
る
水
槽
車
で
、
中
央

分
団
に
配
備
し
ま
す
。

〇
契
約
金
額	

５
８
３
０
万
円

	

（
う
ち
消
費
税
５
３
０
万
円
）

■�

町
道
大
塚
古
市
線
の
道
路
改
修
の
陳
情

を
採
択
（
全
会
一
致
）

▼�

陳
情
者
代
表　

坪
山
芳
文
（
新
川
西

１
５
５
０

－

１
）

（
内
容
）

　
町
道
大
塚
古
市
線
は
幅
員
が
狭
く
車
の
離

合
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
両
側
の
側
溝
の
蓋

を
落
蓋
式
に
変
更
す
る
こ
と
と
、
併
せ
て
側

溝
の
排
水
能
力
の
改
善
を
要
望
し
た
も
の
。

■�

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た

め
、
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
、

　
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

肉
用
牛
、
乳
用
牛

　
貸
付
事
業
を
一
本
化

段階 所　　得　　区　　分 年間保険料

第１
段階

○生活保護を受けている方
○�世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受け
ている人または合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円以下の方

27,900円
22,320円

第２
段階

○�世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税
年金収入額の合計が80万円超120万円以下の方

46,500円
37,200円

第３
段階

○�世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税
年金収入額の合計が120万円を超える方

53,940円
52,080円

❖赤字が改正後の金額です

新　制　度
－ ６月１日から適用 －

(事業名)
東串良町優良雌牛促進資金
(貸付金)
１頭あたり500,000円以内
(貸付頭数)　３頭まで／年
(貸付期間)　６年

※詳細は、農林水産課畜産係（☎６３－３１２３）へ問い合わせください。

（ 旧制度 ）
肉用牛関係
・事 業 名：東串良町優良雌牛定着化促進事業
・貸 付 金：１頭あたり350,000円
・貸付頭数：３頭まで／年　・貸付期間：5年

乳用牛関係
・事 業 名：東串良町優良乳用雌牛導入事業
・貸 付 金：１頭あたり500,000円
・貸付頭数：２頭まで／年　・貸付期間：4年

陳情内容を現地にて確認

3 東くしら町議会だより



議案等の
番号 件　　名

賛否の意思表示
議決結果小　

川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園
泊
前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

第
３
回
臨
時
会
（
５
月
22
日
開
催
）

承認第1号 専決処分の承認を求める（東串良町税条例等の一
部を改正する条例） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第2号 専決処分の承認を求める（東串良町国民健康保険
税条例の一部を改正する条例） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第3号 専決処分の承認を求める（令和元年度東串良町一
般会計補正予算（第10号）） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第4号 専決処分の承認を求める（令和元年度東串良町国
民健康保険特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第5号 専決処分の承認を求める（令和２年度東串良町一般
会計補正予算（第１号）） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第6号 専決処分の承認を求める（東串良町国民健康保険
条例の一部を改正する条例） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

承認第7号 専決処分の承認を求める（令和２年度東串良町国
民健康保険特別会計補正予算（第１号）） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 承　　認

議案第33号 東串良町税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第34号 令和２年度東串良町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

発議第 1号 新型コロナウイルスに係る調査特別委員会の設置
に関する決議 ○ ○ 欠○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

６
月
議
会
（
６
月
10
日
～
19
日
開
催
）

発委第1号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元
をはかるための、2021年度政府予算に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

同意第1号 農業委員会委員の任命（堅山　秋敏氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第2号 農業委員会委員の任命（木佐貫　一孝氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第3号 農業委員会委員の任命（福岡　みどり氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第4号 農業委員会委員の任命（大村　教男氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第5号 農業委員会委員の任命（鶴丸　千尋氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第6号 農業委員会委員の任命（吉ケ崎　弘一氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

同意第7号 農業委員会委員の任命（久保田　義春氏） × × × × ○ ○ ○ ○ × - 同意しない

同意第8号 農業委員会委員の任命（谷口　憲三氏） × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 同　　意

議案第35号 東串良町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第36号 東串良町介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第37号 東串良町優良雌牛促進資金貸付基金条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第38号 東串良町優良肉用繁殖雌牛更新促進事業基金の設
置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第39号 東串良町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第40号 東串良町技能、労務職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第41号 東串良町企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

６月議会・臨時会
議案等に対する
議員の賛否状況

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。
表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。
※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

（備考：○…賛成　×…反対　欠…欠席）
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議長の公務一覧

議会議員 令和２年５月～令和２年７月
定例会及び委員会への出席状況

（備考：○…出席　×…欠席　早…早退）

日　付 会　議　・　行　事　等
小
川 

香
織

児
玉 

勇
治

瀨
戸
山 

譲
一

牧
原 

完
治

西
園 

貞
美

泊 

重
巳

前
田 

隆

上
園 

ミ
キ

宮
地 

利
雄

田
之
畑　
稔

5/ 1 全員協議会、防災減災特別委員会、広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5/21 各常任委員会（総務民生、教育産業） ○ ○ 早 ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○
5/22 第３回臨時会 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/ 5 議会運営委員会、全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/10 第２回定例会本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/11 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/12 各常任委員会（総務民生、教育産業、広報広聴） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/15 全員協議会、広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/16 第２回定例会本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/17 全員協議会、新型コロナウイルスに係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/18 各常任委員会（総務民生、教育産業） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
6/19 第２回定例会本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6/30 第４回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7/ 2 全員協議会、総務民生常任委員会、広報広聴常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7/14 各常任委員会（総務民生、教育産業、広報広聴）、新型
コロナウイルスに係る調査特別委員会、議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日　付 用　　　　　　　　　　　務 場　　所 備　　考
5/27 鹿児島県町村議会議長会臨時理事会 自治会館（鹿児島市）
6/ 4 肝属郡町村議会議長会　第２２３回定期総会 東串良町役場
6/30 4 市 5 町保健医療推進協議会監査 東串良町役場
7/ 1 学校給食共同調理場運営委員会 東串良町役場

議案等の
番号 件　　名

賛否の意思表示
議決結果小　

川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園
泊
前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

６
月
議
会

議案第42号 職員の特殊勤務手当支給条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第43号 令和２年度東串良町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第44号 令和２年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第45号 東串良町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × - 原案可決

議案第46号 小型動力ポンプ付き水槽車購入契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

第
４
回
臨
時
会

（
６
月
30
日
開
催
）

同意第 9号 農業委員会委員の任命（久保田義春氏） × × × × ○ ○ ○ ○ × - 同意しない

議案第47号 損害賠償の額を定める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

議案第48号 訴訟上の和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

議案第49号 令和２年度東串良町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決
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一 般 質 問 町
政
を
問
う
※�掲載内容については、

質問者が質問と答弁
を要約し、東串良町
議会広報広聴常任委
員会が編集したもの
です。

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁をあ
わせて１人 60分以内となっています。

上園　ミキ（７ページ）
⃝�在宅介護者への負担軽減対策
⃝�複合的施設の構想等

西園　貞美（８ページ）
⃝�関東・東くしら会の報告書の�
意見に対する感想

泊　重巳（11ページ）
⃝�令和２年度の最重点政策と�
具体的な事業は何か 
⃝�津波対策協議会の設立

宮地　利雄（12ページ）
⃝�「密」状態の学級は、�
学級編成等できないか
⃝�国保税等の減免措置等

児玉　勇治（15ページ）
⃝�行事中止による予算の活用は
⃝�コロナ対策を考えた避難所を

 等

前田　隆（９ページ）
⃝�持続化給付金の申請を�
役場でできないか

小川　香織（10ページ）
⃝�ＧＩＧＡスクール構想の取組と
計画
⃝�災害時の避難所対策等

牧原　完治（13ページ）
⃝�農業研修制度を施策方針に�
盛り込まないのはなぜか
⃝�持留川地区のほ場整備は

瀨戸山　譲一（14ページ）
⃝�ＳＤＧｓを取り入れた政策
⃝�寄附金の使いみちと事業の公表

等
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現
在
、
本
町
の
在
宅
で

の
介
護
が
必
要
な
方
は
何
名
か
。

　
　
　
　

現
在
、
町
内
の
在
宅
で

介
護
が
必
要
な
方
は
、
要
支
援
１

か
ら
要
介
護
５
の
方
ま
で
合
わ
せ

て
３
２
２
名
で
あ
る
。

　
　
　
　

在
宅
介
護
者
は
夜
間
の

負
担
が
大
き
い
と
の
相
談
を
受
け

た
。
町
で
夜
間
用
尿
取
り
パ
ッ
ト

の
導
入
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

夜
間
用
尿
取
り
パ
ッ
ト

は
、
現
在
給
付
は
行
っ
て
い
な
い
。

予
算
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
夜
間

用
尿
取
り
パ
ッ
ト
を
給
付
費
に
加

え
、
受
給
者
の
選
択
肢
を
広
げ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
毎
日

利
用
で
き
な
い
。
農
作
業
、
会
社

勤
め
を
し
な
が
ら
介
護
す
る
に
は

吸
収
率
の
い
い
夜
間
用
尿
取
り

パ
ッ
ト
は
、
介
護
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
。
夜
間
用
尿
取
り

パ
ッ
ト
が
必
要
な
方
に
は
ぜ
ひ
選

択
肢
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

��

複
合
的
施
設
の�

整
備
構
想
と
は

　

�

必
要
な
施
設
を�

１
カ
所
に
集
約
し
た
い

　
　
　
　

町
長
の
施
政
方
針
の
中

に
、
老
朽
化
し
た
施
設
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
建
替
え
の
時
期
に
来
て

い
る
。
複
合
的
な
整
備
を
進
め
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

構
想
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

現
在
の
総
合
セ
ン
タ
ー

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
そ

し
て
商
工
会
の
事
務
所
が
入
っ
て

い
る
建
物
、
池
之
原
幼
稚
園
、
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
全
て

の
施
設
が
建
設
後
長
い
年
月
が
経

過
し
て
い
る
。
今
後
数
年
以
内
に
、

施
設
を
全
て
解
体
し
、
こ
れ
ら
を

１
か
所
に
集
約
し
た
複
合
施
設
の

建
設
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
。

　
　
　
　

町
長
の
任
期
中
な
ん
と

か
し
て
ほ
し
い
と
希
望
す
る
町
民

も
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

複
合
施
設
建
設
に
向
け

た
基
本
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
た

い
。
基
本
設
計
業
務
は
担
当
事
務

局
を
中
心
に
役
場
庁
舎
内
委
員
会
、

用
地
対
策
委
員
会
や
施
設
検
討
委

員
会
及
び
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
取
り
組

み
た
い
。

　

��

避
難
所
指
定
の
小
・
中
体
育
館

へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は

　

�

早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
策
を
含
め
た
対
策

と
し
て
、
避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
小
中
学
校
の
体
育
館
の
施
設
整

備
、
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
含
む
事
業

等
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　

小
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
災
害
に
備
え
、
整
備
す
る

必
要
は
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
ま
ず
は
、
小
中
学

校
以
外
の
避
難
施
設
の
整
備
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　

昨
年
７
月
の
避
難
所
の

状
況
は
、
避
難
者
が
１
か
所
に
集

中
し
密
集
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

３
密
を
避
け
る
た
め
に
も
体
育
館

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
安

全
な
避
難
所
が
増
え
れ
ば
、
地
震

の
際
に
も
役
立
つ
と
国
交
省
も

言
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

補
助
金
も
あ
る
の
で
、

早
急
に
事
務
局
と
相
談
し
、
で
き

る
だ
け
早
く
小
学
校
の
ク
ー
ラ
ー
、

総
合
体
育
館
の
ク
ー
ラ
ー
も
考
え

て
い
き
た
い
。

上 

園
町 

長
上 

園
町 
長

上 

園

上 

園
町 

長

上 

園
町 

長

上 

園
町 

長
上 

園
町 

長

Ｑ．
Ａ．必要な方には 

検討したい
上園  ミキ 議員上園  ミキ 議員

夜間用尿取りパットを�
導入できないか

総合センター総合センター

▶▶��

築築
3838
年
ほ
ど
経
過
し
た
総
合
セ
ン

年
ほ
ど
経
過
し
た
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
屋

タ
ー
は
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
屋

根
や
壁
な
ど
に
ひ
び
が
入
り
、
大
ホ
ー

根
や
壁
な
ど
に
ひ
び
が
入
り
、
大
ホ
ー

ル
内
で
は
、
そ
れ
を
原
因
と
す
る
雨
漏

ル
内
で
は
、
そ
れ
を
原
因
と
す
る
雨
漏

り
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

り
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
関
東
・
東
く
し
ら
会
に
議
会
を

代
表
し
て
３
名
の
議
員
が
参
加
し

た
。
議
員
提
出
の
関
東
・
東
く
し

ら
会
の
報
告
書
を
見
て
び
っ
く
り

し
て
い
る
一
人
だ
が
、
本
当
に
会

の
中
で
出
た
言
葉
だ
ろ
う
か
と
不

思
議
に
思
っ
て
い
る
。「
優
秀
な

人
材
を
入
れ
て
町
の
質
と
向
上
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。
人
数
が
多
く

て
も
能
力
が
な
け
れ
ば
同
じ
で
あ

る
。」
こ
れ
は
町
の
職
員
に
向
け

た
失
礼
な
言
葉
だ
と
思
う
。
本
当

に
こ
の
会
の
中
で
出
た
と
思
う
か
。

　
　
　
　

私
も
関
東
・
東
く
し
ら

会
に
出
席
し
て
１
か
所
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
話
を
し
て
い
た
が
、

耳
に
し
て
い
な
い
。
そ
の
方
が
関

東
に
い
な
が
ら
本
町
職
員
の
質
を
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
な
い

よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
本
町
職
員
は
一
生
懸

命
、切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
新
し
い
風
を
入
れ
、

変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
東
串
良
は

駄
目
だ
。
行
政
も
町
長
も
変
わ
ら

な
く
て
は
。」と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　

そ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
と

私
も
感
じ
て
い
る
。
町
に
対
す
る

批
判
は
甘
ん
じ
て
お
受
け
す
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望

ん
で
い
る
の
か
。
町
長
が
変
わ
る

の
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
の
た

め
、
答
え
よ
う
が
な
い
と
こ
ろ
だ

が
、
私
な
り
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
女
性
の
視
点
と
感
性

が
必
要
だ
。
町
長
も
女
性
が
出
れ

ば
い
い
。」に
つ
い
て
、ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　

事
実
だ
ろ
う
と
思
う
。

男
性
と
は
違
っ
た
優
し
い
目
線
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
女
性
が
出
て
、

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　

相
撲
道
場
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、「
年
間
余
り
使
わ
な
い

の
に
お
金
を
充
て
る
べ
き
で
は
な

い
。」
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

県
外
に
い
る
町
出
身
者
の
方
は
ど

う
思
っ
て
い
る
か
、
話
を
聞
い
た

こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　

相
撲
は
年
１
回
で
、
ど

の
行
事
も
年
１
回
で
あ
る
。
昨
年

は
相
撲
教
室
、
肝
属
地
区
体
育
大

会
の
相
撲
大
会
も
開
い
た
。
森
林

浴
を
利
用
し
た
相
撲
土
俵
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
な
い
か
計
画

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

私
も
第
１
回
目
の
関

西
・
東
く
し
ら
会
か
ら
出
席
を
し

て
も
う
20
年
以
上
に
な
る
が
、
ふ

る
さ
と
の
懐
か
し
い
状
況
や
町
の

現
状
を
聞
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的

で
失
礼
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
や
は
り
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
表
現
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
人
そ
れ
ぞ

れ
の
捉
え
方
も
あ
る
と
思
う
が
、

や
は
り
偽
り
や
過
大
表
現
は
良
く

な
い
と
思
う
。

西 

園
町 

長

西 

園
町 

長
西 

園
町 
長

西 

園

町 

長
西 

園

約120名が参加した関東・東くしら会

笑い声に包まれた会場内笑い声に包まれた会場内

Ｑ．
Ａ．町に対する批判は

甘んじてお受けする
西園  貞美 議員西園  貞美 議員

関東・東くしら会の報告書に
対する町長の考えは

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

【東串良町HP】

8Ｒ２.８.11 発行（No.146）



　
　
　
　

持
続
化
給
付
金
の
申
請

に
つ
い
て
商
工
会
、
農
協
、
税
理

士
な
ど
で
申
請
書
を
作
成
す
る
が
、

こ
の
よ
う
な
団
体
に
加
盟
し
て
い

な
い
町
民
な
ど
は
役
場
で
対
応
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

持
続
化
給
付
金
は
自
分

で
申
請
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

役
場
で
は
申
請
は
で
き
な
い
が
、

サ
ポ
ー
ト
は
す
る
。
ま
た
、
本
町

か
ら
一
番
近
い
サ
ポ
ー
ト
会
場
は

東
串
良
町
商
工
会
と
鹿
屋
商
工
会

議
所
の
２
カ
所
が
あ
る
が
、
鹿
屋

商
工
会
議
所
は
予
約
制
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

大
崎
町
で
は
、
企
画
課

と
農
林
振
興
課
の
畜
産
係
が
町
民

の
申
請
の
対
応
を
し
て
い
る
が
我

が
町
も
大
崎
町
の
よ
う
な
対
応
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

申
請
そ
の
も
の
は
自
分

自
身
で
申
請
す
る
の
が
原
則
の
た

め
、
サ
ポ
ー
ト
は
す
る
が
申
請
は

し
な
い
。

　
　
　
　

言
わ
れ
る
こ
と
は
よ
く

わ
か
る
が
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
も
前
向
き
に
検
討
を
要
請
す
る
。

前 

田
町 

長
前 

田
町 

長
前 

田

Ｑ．
Ａ．個人で申請が原則、 

サポートはできる
前田　隆 議員前田　隆 議員

持続化給付金の申請を�
役場でできないか

ポイント！　まず、2019年の平均月収を出します。

①2019年の年間事業収入　:　360万円だった場合

②2019年の平均月収　　　:　360万円 ÷ 12か月 = 30万円　

2019年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 … 12月

30万円 30万円 30万円 30万円 30万円 30万円 30万円

2020年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 … 12月

30万円
（±0）

27万円
（▲10%）

15万円
（▲50%）

９万円
（▲70%）

15万円
（▲50%）

21万円
（▲30%）

　　　　　※↑2020年の金額は、その月の実際の事業収入。

③６月までの間で、所得の一番低い４月の９万円で計算

　　360万円 －（９万円×12か月）=252万円

　　252万円 > 100万円（上限額）

　　 給付額  100万円 

　�令和２年５月１日~令和３年１月15日まで 
（電子申請の送信完了の締め切りは、令和３年１月15日の24時まで）

　※該当する方は、早めの申請をおすすめします。

持続化給付金とは？
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、特
に大きな影響を受けた事業者に対して、
事業の継続を下支えするために国が支給
するものです。（最大100万円の給付）

給付額の計算例

※�対象となる月の収入は、2020年１月～ 12月
のうち、前年度の平均月収比で事業収入が
50％以上減少した月から、ひと月を申請者
が任意で選択できます。

給付額の計算

申請期間
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緊
急
経
済
対
策
に
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
実

施
等
の
施
策
の
盛
り
込
み
や
、
県

か
ら
の
情
報
端
末
機
補
助
支
援
等

の
発
表
を
受
け
、
町
は
ど
の
よ
う

な
取
組
と
計
画
が
あ
る
か
。

　
　
　
　
　

本
町
で
も
国
が
示
し

た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
５
か
年
計

画
に
基
づ
き
、
本
年
度
に
本
町
３

校
全
学
年
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
の
通
知
が
来
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
経
費
は
、
９
月
議

会
で
補
正
予
算
を
組
む
予
定
で
あ

る
。
現
段
階
で
は
、
大
容
量
の
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
学
校

の
教
室
や
体
育
館
等
に
整
備
す
る

た
め
の
工
事
が
始
ま
っ
た
。
仮
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
来
年
３
月

ま
で
に
納
品
で
き
て
も
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
用
ソ
フ
ト
の
導
入
、
電
子
黒
板

等
の
整
備
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
環
境
整
備
が
で
き
て
も
、

教
職
員
の
研
修
、
指
導
、
専
門
業

者
へ
の
委
託
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
支
援
員

等
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

国
の
支
援
事
業
を
う
ま
く
活
用
し

な
が
ら
学
校
関
係
者
と
も
協
議
を

重
ね
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
く
。

　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
予
算

は
、
９
月
議
会
で
間
に
合
う
の
か
。

　
　
　
　
　

導
入
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
翌
年
度
へ
の
予
算
繰

越
し
も
あ
り
得
る
。　

　
　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る

現
場
へ
の
支
援
も
国
の
予
算
で
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
予
算
を

活
用
し
て
、
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

��

感
染
症
対
策
の
財
源
は

　

�

国
の
交
付
金
等
を�

活
用
し
て
い
る

　
　
　
　

本
町
独
自
の
５
つ
の
政

策
に
お
け
る
予
算
額
は
。

　
　
　
　
　

次
の
と
お
り
で
あ
る
。 　

　
　
　

総
額
で
約
１
億
円
を
超

え
て
い
る
予
算
だ
が
、
今
後
、
第

２
波
、
第
３
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

今
後
も
そ
の
よ
う
な
計
上
が
で
き

そ
う
か
。

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
６
２
０
０
万
円
程
度
の
交
付

金
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
の
第

２
波
、
第
３
波
に
つ
い
て
も
、
財

政
調
整
交
付
金
で
支
援
で
き
る
も

の
は
し
て
い
き
た
い
。
国
、
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
合
わ
せ
た
支
援
策
、

独
自
の
支
援
策
も
含
め
て
必
要
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

��

昨
年
の
避
難
訓
練
に
よ
る�

課
題
へ
の
対
応
は

　

�

避
難
用
テ
ン
ト
28
張
り
、

毛
布
30
枚
を
購
入

　
　
　
　

昨
年
行
わ
れ
た
避
難
訓

練
で
の
意
見
や
改
善
、
ま
た
そ
れ

を
踏
ま
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
、
災
害
時
の
避
難

所
及
び
長
期
避
難
所
に
つ
い
て
対

策
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

昨
年
11
月
９
日
に
町
内

３
校
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

避
難
の
あ
り
方
や
避
難
に
要
し
た

時
間
な
ど
の
検
証
を
行
っ
た
。
問

題
点
や
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

は
、
東
部
消
防
署
を
初
め
、
町
消

防
団
、
各
小
中
学
校
の
防
災
担
当

と
も
協
議
し
た
。

　

昨
年
７
月
３
日
、
記
録
的
な
大

雨
で
避
難
指
示
を
発
令
し
、
避
難

所
に
は
ピ
ー
ク
時
で
約
89
世
帯
、

１
７
３
名
の
方
が
避
難
し
た
。
一

部
か
ら
冷
房
に
よ
る
寒
さ
の
訴
え

が
あ
り
毛
布
が
不
足
し
た
。
こ
の

た
め
備
蓄
物
資
の
充
実
を
図
っ
た
。

昨
年
度
は
非
常
食
６
０
０
食
を
購

入
し
、
今
年
度
は
避
難
用
テ
ン
ト

28
張
り
、
毛
布
30
枚
な
ど
を
購
入

し
て
い
る
。

　
　
　
　

避
難
訓
練
で
学
校
の
階

段
に
手
す
り
が
欲
し
い
と
い
う
案

が
出
て
い
た
。
し
か
し
、
１
年

た
っ
て
も
ま
だ
計
画
が
上
が
っ
て

い
な
い
。
避
難
を
さ
れ
る
方
の
意

見
、
要
望
に
は
、
瞬
時
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

学
校
周
辺
の
交
通
安
全
対
策
等
に

つ
い
て

※
答
弁
に
つ
い
て
は
会
議
録
参
照

小 

川
管
理
課
長

小 

川
管
理
課
長

小 

川
小 

川
総
務
課
長

小 

川
総
務
課
長

小 

川
町 

長

小 

川

Ｑ．
Ａ．国の事業を活用し

進めている
小川  香織 議員小川  香織 議員

ＧＩＧＡスクール構想の
取組と計画は

町独自の対策事業 予算額

えがお支援給付金 6537万円
新型コロナウイルス
感染症対策休業等協力金 120万円

町割増金付商品券
発行補助金 1086万円

学業支援給付金 1500万円
コロナ経済対策
ツーリズム 100万円未満
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町
長
が
信
条
と
し
て
い

る「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
為
に
、
今
年
度
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
具
体
的
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
こ
ど
も
に
夢
を
】

●�
認
定
こ
ど
も
園
の
新
園
舎
整
備

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

●�

各
種
検
定
料
を
助
成
す
る
。

●�

乳
幼
児
紙
お
む
つ
助
成
券
支
給

事
業
を
行
う
な
ど
。

【
若
者
に
ロ
マ
ン
を
】

●�

特
定
健
診
等
の
各
種
健
診
の
充

実
を
図
る
。

●�

柏
原
地
区
定
住
化
促
進
住
宅
の

募
集
開
始
に
よ
り
若
者
を
中
心

と
し
た
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
促
進
す
る
。

●�

新
築
住
宅
に
対
す
る
小
型
合
併

浄
化
槽
設
置
を
、
県
の
補
助
金

分
も
含
め
て
補
助
す
る
な
ど
。

【
お
年
寄
り
に
愛
を
】

●�

敬
老
年
金
を
支
給
す
る
。

●�

寝
た
き
り
の
高
齢
者
へ
お
む
つ

を
支
給
す
る
。

●�

健
診
事
業
や
体
操
教
室
の
充
実

を
図
る
な
ど
。

【
そ
の
他
】

●�

高
収
益
化
に
向
け
た
取
組
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
農
業

用
機
械
等
導
入
費
用
、
施
設
ハ

ウ
ス
の
整
備
費
用
を
助
成
す
る
。

●�

共
進
会
等
に
協
力
的
な
畜
産
農

家
に
鹿
児
島
県
指
定
優
良
牛
の

導
入
費
用
を
助
成
す
る
。

●�

円
山
公
園
管
理
棟
を
整
備
す
る
。

（
柏
原
海
岸
を
交
流
拠
点
と
し

て
海
辺
の
ま
ち
で
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
を
体
験
で
き
る
、
遊
ん

で
よ
し
、
住
ん
で
よ
し
の
ま
ち

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
）

　

�

津
波
対
策
の�

協
議
会
設
立
は

　

�

備
蓄
基
地
と�

協
議
し
て
い
き
た
い

　
　
　
　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
30

年
以
内
に
７
・
４
メ
ー
ト
ル
の
津

波
が
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と

専
門
家
が
予
想
し
て
い
る
。

　

地
域
の
住
民
、
町
、
県
、
国
、

管
理
会
社
、
専
門
家
で
備
蓄
基
地

の
津
波
対
策
を
協
議
す
る
協
議
会

を
設
立
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

備
蓄
基
地
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

泊町 

長

泊町 

長

Ｑ．
Ａ．円山公園に

管理棟を整備
泊　重巳 議員泊　重巳 議員

今年度の�
具体的な事業は

老朽化した児童館を取り壊し、跡地に円山公園管理棟を整備老朽化した児童館を取り壊し、跡地に円山公園管理棟を整備

津波対策の協議会設立を望む津波対策の協議会設立を望む

９月議会は、10日の開会を予定しています。
1階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※本会議については、防災無線でお知らせします。

９月議会のお知らせ
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議
会
の
教
育
産
業
常
任

委
員
会
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て
各
学
校
を
訪
問
し
、

ク
ラ
ス
の
状
況
な
ど
も
見
た
。
中

学
３
年
生
の
ク
ラ
ス
の
一
番
後
ろ

の
生
徒
は
、
壁
ま
で
背
中
が
つ
き

そ
う
で
、
ま
さ
に
密
の
状
況
が
見

ら
れ
た
。

　

本
来
は
、
２
０
１
１
年
か
ら
全

国
で
35
人
学
級
を
始
め
る
と
い
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
安
倍

内
閣
の
下
で
、
そ
れ
が
中
止
さ
れ

た
。
学
級
編
成
を
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
様
々
な
工
夫
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

制
度
上
は
35
人
学
級
で

な
く
て
も
、
本
町
の
実
態
、
人
数

か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
そ
う
い
う
ク

ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
小
学
校
と
比
べ
る
と
、
中
学

校
は
１
ク
ラ
ス
三
十
数
名
で
、
体

の
大
き
さ
も
あ
り
、
教
室
の
広
さ

か
ら
や
や
密
に
な
る
の
は
や
む
を

得
な
い
。
そ
の
た
め
、
体
調
管
理
、

マ
ス
ク
着
用
、
換
気
等
は
特
に
気

を
つ
け
て
い
る
。

　

学
級
編
成
の
工
夫
に
つ
い
て
だ

が
、
ク
ラ
ス
を
半
分
ず
つ
に
分
け

て
も
教
室
が
全
く
足
り
ず
、
ま
た

指
導
す
る
教
員
も
い
な
い
。

　

�

持
続
化
給
付
金
の
申
請
を

役
場
で
で
き
な
い
か

　
�

町
商
工
会
等
が�

対
応
し
て
い
る

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
対
策
で
、
持
続

化
給
付
金
の
受
付
申
請
の
業
務
を

役
場
で
で
き
な
い
か
。
す
ぐ
隣
の

町
が
や
っ
て
い
る
の
に
、
東
串
良

町
は
や
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　

役
場
で
の
こ
の
業
務
代

行
は
控
え
た
い
。
電
子
申
請
の
困

難
な
方
々
に
、
鹿
屋
商
工
会
議
所

や
本
町
の
商
工
会
で
も
会
員
、
非

会
員
問
わ
ず
対
応
し
て
い
る
。
支

援
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
団
体
に
は
、

国
か
ら
依
頼
は
完
了
し
て
い
る
。

市
町
村
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　

本
町
の
商
工
会
に
対

し
て
も
、
持
続
化
給
付
金
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

こ
と
で
案
内
が
来
て
い
る
。
商
工

会
に
は
、
申
請
事
務
に
対
し
て
補

助
金
が
来
て
い
る
。

 　

�

国
民
健
康
保
険
税
の�

減
免
措
置
は

　

�

減
免
措
置
は
あ
る

　
　
　
　

今
回
、
国
の
緊
急
経
済

対
策
で
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
な
ど
の
減
額
や
免
除
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
が
減

免
と
な
る
対
象
者
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま

た
は
重
篤
な
疾
病
を
負
っ
た
世
帯

宮 

地

教
育
長

宮 

地
町 

長

企
画
課
長

宮 

地
町 

長

の
方
で
あ
り
、
保
険
税
全
額
を
免

除
で
き
る
。
ま
た
、
主
た
る
生
計

維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ

る
世
帯
の
方
は
、
保
険
税
の
一
部

を
減
免
で
き
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
一
部
減
額

さ
れ
る
に
は
、
次
の
要
件
が
あ
る
。

①�

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
に

つ
い
て
、
収
入
の
種
類
ご
と
に

得
た
収
入
の
い
ず
れ
か
が
前
年

に
比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

②�

前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
０�

０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③�

収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類

の
所
得
以
外
の
前
年
の
所
得
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
。

　

な
お
、
申
請
に
は
、
収
入
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ．
Ａ．クラスを分けても

教室が足りない
宮地　利雄 議員宮地　利雄 議員

コロナ対策で
学級編成の工夫を

ぎゅうぎゅうに見えるなぁ…。
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昨
年
の
12
月
議
会
で
、

町
長
は
２
期
目
を
目
指
す
に
あ
た

り
、
農
業
研
修
制
度
を
充
実
さ
せ

る
と
強
く
言
っ
て
い
た
が
、
な
ぜ

今
回
の
施
政
方
針
で
示
さ
れ
て
い

な
い
の
か
。

　
　
　
　

今
年
度
の
施
策
方
針
に

は
、
具
体
的
な
進
展
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
示
せ
て
い
な
い
。
農
業

研
修
制
度
は
、
企
画
課
と
農
林
水

産
課
の
事
業
を
連
携
さ
せ
た
複
合

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
現
状
と

し
て
、
企
画
課
の
事
業
の
中
に
は

就
農
移
住
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
実
現
に
至
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
農
林
水
産
課

に
お
い
て
は
、
施
設
園
芸
、
畜
産

に
か
か
る
研
修
制
度
を
模
索
し
て

い
る
。
意
欲
の
あ
る
若
者
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
の
支

援
体
制
の
充
実
や
栽
培
実
績
の
な

い
品
目
の
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
初
期
投
資
を
軽
減
で
き

る
施
策
も
検
討
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
に
向
け
て
実
現
可

能
と
な
る
よ
う
移
住
推
進
の
強
化

と
研
修
制
度
の
環
境
づ
く
り
体
制

の
構
築
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　

町
は
、
施
設
園
芸
に
お

け
る
新
規
就
農
者
の
確
保
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

こ
の
件
は
、
町
園
芸
振

興
会
会
長
か
ら
も
要
望
が
あ
っ
た
。

認
定
新
規
就
農
者
に
は
国
の
補
助

事
業
に
よ
る
経
営
支
援
を
す
る
。

ま
た
、
町
補
助
金
に
よ
る
農
業
基

盤
強
化
支
援
、
今
年
度
の
新
規
事

業
に
ア
グ
リ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成

塾
と
い
う
経
営
能
力
向
上
の
た
め

の
育
成
支
援
も
計
画
し
て
い
る
。

　

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ピ
ー

マ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
に
つ
い
て
は
、

県
下
で
も
東
串
良
を
中
心
と
し
た

地
域
の
一
大
産
地
で
あ
る
。
施
設

園
芸
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、

各
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�

ア
グ
リ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

養
成
塾
と
は
？

　

安
定
し
た
経
営
・
失
敗
し

な
い
規
模
拡
大
・
ロ
ス
の
少

な
い
経
営
な
ど
を
目
指
し
、

農
業
経
営
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
講
座
。

　

�

持
留
川
地
区
の
ほ
場�

整
備
は
で
き
な
い
か

　

�

実
施
に
向
け
た
機
運
の�

高
ま
り
が
重
要
と
な
る

　
　
　
　

持
留
川
地
区
の
ほ
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
前
回
、
町
長

は
地
域
全
体
の
機
運
の
高
ま
り
が

あ
り
、
合
意
形
成
が
あ
れ
ば
立
ち

上
げ
た
い
と
言
わ
れ
た
。
持
留
川

地
区
の
ほ
場
整
備
は
さ
れ
な
い
の

か
。

　

ま
た
、
約
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
面
積
で
あ
る
が
、
地
区
を
割
っ

た
取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　

ほ
場
整
備

に
必
要
な
条
件
だ
が
、

一
つ
は
ほ
場
整
備
を

推
進
す
る
方
々
に
よ

る
同
意
の
収
集
が
必

要
で
あ
る
。
他
に
実

現
可
能
な
担
い
手
へ

の
集
積
計
画
の
策
定

等
の
条
件
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必

要
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
地
域
全
体
で
ほ

場
整
備
を
実
施
す
る

と
い
う
機
運
の
高
ま

り
が
重
要
と
な
る
。

そ
の
条
件
が
整
い
次
第
、
地
区
の

選
定
に
至
れ
ば
、
地
元
説
明
会
を

通
じ
、
全
て
の
受
益
者
に
同
意
い

た
だ
け
る
よ
う
地
域
の
合
意
形
成

を
し
、
農
用
地
の
集
団
化
等
の
事

業
に
取
り
組
み
、
県
営
事
業
と
し

て
採
択
申
請
に
向
け
取
り
組
み
た

い
。

　

地
区
を
分
け
た
推
進
に
つ
い
て

は
、
一
定
以
上
の
受
益
面
積
が
あ

れ
ば
採
択
の
要
件
が
整
い
、
地
区

の
選
定
に
至
れ
ば
、
実
施
す
る
こ

と
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

牧 

原
町 

長
牧 

原

町 

長

牧 

原
町 

長

Ｑ．
Ａ．来年度の実現に向け

体制の構築に取り組む
牧原 完治 議員牧原 完治 議員

農業研修制度が
施策方針に示されてない

持留川地区のほ場整備を進められないか持留川地区のほ場整備を進められないか
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今
回
の
コ
ロ
ナ
で
社
会

が
大
き
く
変
容
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
た
か
。

　
　
　
　

経
済
の
落
ち
込
み
は
、

東
日
本
大
震
災
の
時
を
は
る
か
に

上
回
る
規
模
で
、
地
方
で
暮
ら
す

私
た
ち
に
も
こ
れ
か
ら
じ
わ
り
じ

わ
り
と
影
響
が
出
て
く
る
も
の
と

危
惧
し
て
い
る
。
国
や
地
方
の
政

策
も
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
い
か
に
知
恵
を
出
す
か
、
真

の
力
量
が
問
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
の
時

代
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

そ
う
い
う
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た

政
策
変
更
、
発
想
の
転
換
、
ア
イ

デ
ア
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
取
り

組
み
を
町
長
自
ら
が
中
長
期
的
展

望
、
つ
ま
り
大
局
観
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
べ
き
だ
。
肝
付
町
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
基
づ
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
と
っ
て
お
り
、
大
崎
町
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
ご
み
問
題
に
取

り
組
み
官
房
長
官
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。
農
業
の
町
、
東
串
良
で
あ

れ
ば
環
境
保
全
型
農
業
を
提
唱
し

て
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

　
　
　
　

松
葉
の
燃
料
化
へ
取
り

組
ん
だ
り
、
土
壌
改
良
剤
や
肥
料

を
園
芸
に
使
用
し
た
り
、
柏
原
海

岸
の
整
備
や
清
掃
等
、
森
林
の
保

全
、
環
境
美
化
と
い
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
特
化
し
な
く
て
も
そ
の
考
え

で
や
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
の
っ

と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
申
請
し
て
ほ

し
い
。
そ
う
す
れ
ば
助
成
金
、
補

助
金
も
受
け
ら
れ
る
。

　

�

お
お
す
み
半
島�

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
参
画
を

　

�

普
及
面
・
電
気
料
金
を�

検
討
し
九
州
電
力
を
採
用

　
　
　
　

お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
株
）
の
設
立
の

基
本
柱
に
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
、

ス
モ
ー
ル
グ
リ
ッ
ド
の
考
え
方
が

あ
る
。
停
電
時
の
危
機
回
避
の
た

め
に
こ
こ
に
賛
同
し
、
参
画
す
る

つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
　
　

２
社
に
つ
い
て
普
及
面

と
電
気
料
金
で
検
討
し
た
。
災
害

が
あ
っ
た
場
合
、
復
旧
は
電
気
工

事
を
持
っ
て
い
る
九
州
電
力（
株
）

が
早
い
。
ま
た
電
気
料
金
に
つ
い

て
は
、
お
お
す
み
半
島
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
株
）
は
５
％
、
九

州
電
力
（
株
）
は
20
％
減
額
可
能

で
あ
る
点
を
考
慮
し
、
有
利
な
九

州
電
力
（
株
）
を
採
用
し
て
い
る
。

　

�

寄
附
金
は
ど
の
よ
う
に�

活
用
す
る
か
公
表
す
べ
き

　

�

広
報
誌
で
公
表
し
て
い
く

　
　
　
　

町
出
身
者
の
方
が
町
に

寄
附
金
を
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
公
表
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

寄
附
金
を
く
だ
さ
っ
た

方
の
意
向
を
踏
ま
え
広
報
誌
で
公

表
す
る
。

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

瀨
戸
山

瀨
戸
山

町 

長
瀨
戸
山

町 

長

砂浜のゴミをビーチクリーナーで除去

Ｑ．
Ａ．ＳＤＧｓの項目に

当たる取組はしている
瀨戸山 譲一 議員瀨戸山 譲一 議員

ＳＤＧｓを
取り入れた政策を

危険箇所
調査して

もらいたい所

ご連絡ください。
定期的に議員全員で町内を巡回し、道路等の危険箇所
を調査しています。調査後、意見の集約を行い、町の
所管課へ改善要求を行っています。

議員 または 議会事務局　へ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
中
止
し
た
行
事
や
、
今
後

予
定
し
て
い
る
大
き
な
行
事
等
が

中
止
と
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の

予
算
の
不
用
額
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
こ
の
予
算
は
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
働
く
人
た
ち

が
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
本
町

産
業
に
援
助
す
る
施
策
の
考
え
は
。

　
　
　
　

行
事
等
中
止
に
よ
り
、

１
６
０
０
万
円
程
度
が
不
用
額
と

な
り
、
え
が
お
給
付
金
、
学
業
支

援
給
付
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等

に
充
て
、
国
、
県
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
各
種
支
援
策
を
講
じ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
本

町
産
業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
な
支

援
策
を
講
じ
た
い
。

　

�

コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
た

避
難
場
所
が
必
要
で
は

　

�

防
災
セ
ン
タ
ー
を�

考
え
て
い
る

　
　
　
　

本
町
に
は
、
入
院
施
設
、

宿
泊
施
設
が
な
く
、
多
く
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
新
型
コ

児 

玉
町 
長

児 

玉

に
よ
る
教
育
の
格
差
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

教
育
長

コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
経

済
格
差
、
あ
る
い
は
教
育
格
差
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
そ
う

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
取
り
組
ん
で
い

る
最
中
で
あ
る
が
、
ソ
フ
ト
面
の

準
備
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ソ
フ
ト
面
の
環
境
整
備
の
た
め
に

教
員
を
は
じ
め
、
周
り
の
大
人
が

頑
張
る
し
か
な
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
係
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
か
ら
学
力
が
高
い
と
も
限
ら

な
い
。
た
と
え
経
済
的
に
貧
し
く

て
も
、
勉
強
は
本
人
が
そ
の
気
に

な
れ
ば
十
分
で
き
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
せ
め
て
人
と
し
て
の

尊
厳
や
強
い
心
を
育
て
る
意
味
で

の
格
差
が
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
が
、
今
後

も
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
望
む
。
現
在
、
就
学
援
助

費
給
付
制
度
の
申
請
も
増
加
し
て

い
る
。
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽

減
処
置
に
対
す
る
検
討
を
し
て
ほ

し
い
。

児 

玉

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
も
考
慮
し

た
避
難
場
所
が
必
要
に
な
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

空
調
設
備
が
整
っ
て
い

る
防
災
セ
ン
タ
ー
を
避
難
場
所
と

し
て
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

多
く
の
避
難
者
が
出
た

際
、
避
難
所
は
３
密
を
考
慮
し
、

防
災
セ
ン
タ
ー
以
外
も
考
え
て
欲

し
い
。
ま
た
、
避
難
場
所
の
在
り

方
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
の
ベ
ッ
ド

や
間
仕
切
り
が
有
効
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
本
町
に
は
段
ボ
ー
ル
の

ベ
ッ
ド
等
の
備
蓄
が
あ
る
か
。

　
　
　
　

エ
ス
パ
ッ
ク
株
式
会
社

と
平
成
28
年
７
月
20
日
付
で
災
害

協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
内
容
は
、

段
ボ
ー
ル
製
簡
易
ベ
ッ
ド
や
間
仕

切
り
な
ど
を
災
害
発
生
後
、
町
か

ら
の
要
請
に
よ
り
、
速
や
か
に
配

達
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

　

�

コ
ロ
ナ
が
各
学
校
に
及
ぼ
し
た

影
響
と
、
今
後
の
対
応
は

　

�

夏
休
み
を
短
く
し
、�

授
業
日
に
あ
て
た
い

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
本
町
の
３
校
に
及
ぼ
し

た
影
響
と
、
今
後
の
対
応
は
。

教
育
長

３
校
と
も
行
事
の
中
止

や
変
更
及
び
予
備
時
数
の
活
用
で
、

時
数
的
に
は
休
業
に
よ
る
授
業
不

足
は
ほ
と
ん
ど
解
消
で
き
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
第
２
波
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
台
風
等
を
考
慮
す
る

と
予
備
時
数
を
使
い
切
る
の
は
よ

く
な
い
。
夏
休
み
を
短
く
し
、
そ

の
日
を
授
業
日
に
あ
て
た
い
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

町 

長
児 

玉
町 

長

児 

玉
児 

玉

Ｑ．
Ａ．えがお給付金等

支援策に活用
児玉 勇治 議員児玉 勇治 議員

行事中止による
予算の活用は

保健センター 2階保健センター 2階

防災センター防災センター

▲�７月６日の大雨により、避難所が▲�７月６日の大雨により、避難所が
開設されました。そのうちの保健開設されました。そのうちの保健
センターと防災センターにおいてセンターと防災センターにおいて
は、コロナ対策として避難用テンは、コロナ対策として避難用テン
トが設置されました。トが設置されました。
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議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
か
ら
町
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
を
守
る
こ
と
や
、
本
町

産
業
の
安
定
的
な
経
済
活
動
に

貢
献
す
る
う
え
で
、
町
当
局
の

取
り
組
み
や
対
策
、
ま
た
町
民
、

各
種
団
体
等
の
状
況
を
調
査
し
、

今
後
に
お
け
る
政
策
を
検
討
す

る
た
め
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
係
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議
長
を
除

く
９
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
正
副
委
員
長
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
委
員
長
　
上
園
　
ミ
キ

●
副
委
員
長
　
前
田
　
隆

　

 �

国
民
健
康
保
険
に�

傷
病
手
当
金
を
新
設

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
、
職
務
の
遂
行
が
で
き
な
い
場

合
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る

た
め
に
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
に
関
連
す

る
予
算
46
万
円
を
決
め
ま
し
た
。

　

 �

国
民
健
康
保
険
税
の�

軽
減
基
準
額
を
拡
充

　

低
所
得
者
世
帯
に
対
す
る
軽

減
区
分
に
応
じ
た
所
得
の
基
準

額
が
次
の
と
お
り
拡
充
（
改
正

後
の
色
付
け
部
分
）
さ
れ
ま
す
。

　

 �

国
民
健
康
保
険
税
の�

課
税
限
度
額
引
き
上
げ

　

 �

町
民
税
所
得
割
に�

新
た
な
税
額
控
除

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
に
よ

り
入
場
料
金
、
参
加
料
金
の
払

い
戻
し
の
権
利
を
放
棄
す
る
と

寄
附
金
と
み
な
し
税
額
控
除
と

な
る
特
例
で
す
。（
※
詳
細
な

条
件
が
あ
る
の
で
確
認
が
必
要

で
す
。）

　

こ
の
た
め
に
東
串
良
町
税
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

①
福
祉
課（
☎
63

－

３
１
０
３
）

②
～
④
税
務
課
（
☎
63

－

３
１�

０
９
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

係
る
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置

①

②

③
◆課税限度額の引き上げ（令和２年度から）

医療分 支援金分 介護分

改正前
限度額 61万円 19万円 16万円

改正後
限度額 63万円 19万円 17万円

④

　
５
月
22
日
に
開
催
し
た
臨
時
会
で
は
、
承
認
７

件
、
単
行
議
案
１
件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し

ま
し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

も
の
で
、
全
会
一
致
で
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係

る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
対
策
支
援

■
特
別
定
額
給
付
金

　

４
月
27
日
現
在
の
住
民
に
対
し
て
、�

１
人
10
万
円
を
支
給

■
東
串
良
町
え
が
お
支
援
給
付
金

　

４
月
27
日
現
在
の
住
民
に
対
し
て
、�

１
人
１
万
円
を
支
給

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策�

休
業
等
協
力
金

　

県
の
休
業
要
請
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
、�

10
万
円
を
支
給

■
町
割
増
金
付
商
品
券
発
行
補
助
金

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
50
％
増
の
商
品
券
を
販
売

　

１
万
円
で
１
万
５
０
０
０
円
分
の
買
い
物
が�

で
き
る
「
あ
ま
び
え
ル
ピ
ノ
ン
商
品
券
」

■
学
業
支
援
給
付
金

　

５
月
22
日
現
在
、
本
人
又
は
保
護
者
（
本
人
と

生
計
が
同
一
）
が
東
串
良
町
に
在
住
し
、
本
人
又

は
保
護
者
の
子
ど
も
が
大
学
等
に
在
籍
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、
１
人
５
万
円
を
支
給

第３回
臨時会

◆軽減基準額を拡充（令和２年度から）
軽減区分 所得の基準額（改正前） 所得の基準額（改正後）

７割軽減
世帯 33万円 33万円

５割軽減
世帯 33万円+（28万円×被保険者数） 33万円+（28万５千円×被保険者数）

２割軽減
世帯 33万円+（51万円×被保険者数） 33万円+（52万円×被保険者数）
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�

農
業
委
員
会
委
員�

再
提
案
も
不
同
意

（
賛
成
４
、
反
対
５
）

　

議
案
に
対
す
る
議
員
の
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

前
回
、
同
意
さ
れ
な

か
っ
た
方
を
再
度
、
議
会
へ
提

案
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
は
。

　
　
　
　

川
東
地
区
の
ほ
場
整

備
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

林
田
土
地
改
良
区
の
理
事
長
で

あ
り
、
持
留
川
の
理
事
で
あ
る

久
保
田
義
春
さ
ん
が
農
業
関
係

に
関
し
て
適
任
と
考
え
る
。

　
　
　
　

今
回
の
人
事
選
考
に

つ
い
て
前
回
で
の
意
見
が
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
、
配
慮
さ
れ

今
回
の
提
出
に
至
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
農
業
情
勢
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
農
家
の
た
め
の

農
業
委
員
会
で
あ
り
、
町
民
の

た
め
の
農
業
委
員
会
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

●
損
害
賠
償
の
額
を
確
定

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

令
和
２
年
６
月
４
日
14
時
20

分
頃
、
本
町
会
計
年
度
任
用
職

員
が
運
転
す
る
公
用
車
（
福
祉

バ
ス
）
が
、
新
川
西
交
差
点
付

近
で
進
路
を
変
更
し
よ
う
と

バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
後
続
車

へ
逆
突
し
た
交
通
事
故
に
対
し

て
、
次
の
と
お
り
損
害
賠
償
の

額
を
決
め
ま
し
た
。

【
相
手
の
方
】

鹿
屋
市
に
在
住
の
女
性

【
損
害
賠
償
金
額
】

27
万
９
５
０
０
円

●�

地
方
創
生
事
業
の
裁
判
、
和

解
案
で
決
着

（
全
会
一
致
で
可
決
）

　

こ
の
裁
判
は
、
３
年
以
上
の
期

間
を
経
て
、
和
解
に
至
り
ま
し
た
。

【
訴
訟
の
内
容
】

　

平
成
29
年
５
月
12
日
、
宮
崎

康
則
さ
ん
が
本
町
に
対
し
、
当

時
の
地
方
創
生
事
業
打
ち
切
り

に
よ
り
、
本
来
、
東
串
良
町
で

事
業
を
行
う
予
定
だ
っ
た
期
間

の
一
部
報
酬
３
３
０
０
万
円
を

請
求
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
も
宮
崎
さ
ん
が
町

の
補
助
金
で
行
っ
た
事
業
の
実

績
報
告
を
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
に
、
補
助
金
の
交
付
を
取
り

消
し
、
宮
崎
さ
ん
に
対
し
て
、

町
へ
補
助
金
５
８
０
万
円
を
返

納
す
る
よ
う
請
求
を
し
ま
し
た
。

【
和
解
の
内
容
】

①�

町
は
宮
崎
さ
ん
に
対
し
和
解

金
と
し
て
３
０
０
万
円
を
支

払
う
こ
と
。

②�

町
は
和
解
金
を
令
和
２
年
８

月
31
日
ま
で
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
む
こ
と
。
振
込
手

数
料
も
町
が
負
担
す
る
こ
と
。

③�

宮
崎
さ
ん
は
町
か
ら
の
和
解

金
の
入
金
を
確
認
し
た
後
、

ア
ッ
プ
ル
社
製
の
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
送
付
し
、
引
き
渡
す

こ
と
。送
付
費
用
も
負
担
す
る
。

④�

両
者
と
も
に
請
求
事
項
を
放

棄
す
る
こ
と
。

⑤�

両
者
は
、
和
解
内
容
以
外
の

請
求
は
し
な
い
こ
と
。

⑥�

裁
判
で
の
費
用
は
各
自
負
担

す
る
こ
と
。

【
和
解
の
理
由
】

　

大
阪
地
方
裁
判
所
か
ら
本
件

事
案
の
内
容
及
び
こ
れ
ま
で
の

審
理
の
経
過
等
を
踏
ま
え
た
上

で
、
当
事
者
双
方
に
対
し
和
解

勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
和

解
金
と
し
て
提
示
さ
れ
た
額
が

町
の
主
張
を
考
慮
さ
れ
た
額
で

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
。

上 

園
町 

長
小 

川
町 

長

　
６
月
30
日
に
開
催
し
た
臨
時
会
で
は
、
同
意
１

件
、
単
行
議
案
２
件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
再
度
提
出
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
は
、

賛
成
少
数
の
た
め
同
意
し
な
い
と
な
り
ま
し
た
。

第４回
臨時会

　

選
考
に
問
題
が
あ
る
と
は

思
わ
な
い
。
12
名
の
応
募
の
中

か
ら
８
名
を
選
ん
で
い
る
。
町

民
の
中
に
は
川
東
地
区
の
ほ
場

整
備
を
強
く
望
む
方
も
お
り
、

久
保
田
さ
ん
を
非
常
に
信
頼

さ
れ
、「
農
業
委
員
と
し
て
大

変
重
要
な
方
で
あ
る
」
と
い
う

方
も
い
る
。　
（
上
園　

ミ
キ
）

　

会
期
独
立
の
原
則
に
よ
り
、

一
事
不
再
議
が
回
避
さ
れ
た

か
ら
と
言
っ
て
そ
の
決
定
を

無
視
す
る
か
の
よ
う
な
今
回

の
上
程
は
遺
憾
で
あ
る
。
ま

た
、
民
主
主
義
で
あ
る
二
元

代
表
制
で
あ
る
議
会
を
軽
視

す
る
行
為
で
あ
る
。

　

納
得
の
い
く
説
明
が
な
い

ま
ま
疑
義
の
残
る
議
案
提
出

に
同
意
で
き
な
い
。
議
会
、�

民
意
を
尊
重
し
た
選
考
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
小
川　

香
織
）

　

林
田
土
地
改
良
区
の
理
事

長
で
あ
り
、
持
留
土
地
改
良

区
の
理
事
で
も
あ
る
。
川
東

地
区
の
ほ
場
整
備
に
も
大
変

重
要
な
方
だ
と
思
う
。

　

私
事
だ
が
、
人
か
ら
田
ん

ぼ
を
借
り
て
耕
作
を
し
て
い

る
が
、
３
分
の
１
が
ぬ
か

る
み
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
収
穫
が
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
農
業

委
員
で
あ
る
久
保
田
さ
ん
が

県
営
農
地
耕
作
改
良
事
業
と

い
う
改
良
工
事
が
あ
り
、
申

請
を
し
て
く
れ
た
。
こ
う
い

う
農
業
委
員
は
今
ま
で
い
な

か
っ
た
。　
　

（
前
田　

隆
）

　

選
定
基
準
の
他
に
努
力
規

定
で
公
平
性
と
透
明
性
を
図

る
う
え
で
や
る
べ
き
こ
と
が

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
４
つ
あ
る
。

Ａ�　

推
薦
を
受
け
た
者
及
び

募
集
に
応
募
し
た
者
や
推

薦
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
。

Ｂ�　

前
任
の
農
業
委
員
、
推
進

委
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と
。

Ｃ�　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
う
こ
と
。

Ｄ�　

選
定
委
員
を
設
け
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
規
定
を
一

つ
も
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
公
平
性
、
透
明
性

に
欠
け
る
。

（
瀨
戸
山
譲
一
）
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　各常任委員会では、今般の新型コロナウイルスにより町民や各種団
体等がどのような影響を受けているかについて調査しました。
●総務民生常任委員会の調査報告……………………… P.18
　（町民や商工会等の聞き取り調査）
●教育産業常任委員会の調査報告……………………… P.18
　（各学校を調査） 
●教育産業常任委員会の調査報告……………………… P.19
　（各種団体と意見交換）

新型コロナウイルスによる影響を調査
調 査 の 報 告

１　
調
査
日

　

令
和
２
年
５
月
12
日
（
火
）
～

５
月
20
日
（
水
）

２　
調
査
の
概
要

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
、
町
民
や
本
委
員
会
が
所
管
す

る
団
体
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
、
団

体
活
動
上
で
の
問
題
点
は
な
い
か
、

町
へ
の
要
望
等
な
い
か
に
つ
い
て

委
員
各
自
が
聞
き
取
り
を
行
う
方

法
で
調
査
を
実
施
し
た
。

３　
団
体
等
か
ら
の
意
見

●�

商
工
業
者
は
自
粛
要
請
や
休
業

要
請
に
伴
い
、
事
業
の
経
営
悪

化
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
町

商
工
会
と
し
て
は
町
独
自
の
持

続
化
給
付
金
を
町
に
要
望
。

●�

介
護
施
設
で
は
、
施
設
で
の
感
染

者
が
出
な
い
よ
う
厳
重
警
戒
中
。

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
を

施
設
で
で
き
な
い
か
検
討
し
て

ほ
し
い
。

●�

保
育
園
で
は
子
ど
も
用
マ
ス
ク
、

非
接
触
型
体
温
計
、
衛
生
用
品

が
不
足
し
て
い
る
。

●�

緊
急
事
態
宣
言
中
に
お
い
て
、

ル
ー
ピ
ン
観
光
や
キ
ャ
ン
プ
場

使
用
等
の
他
県
の
往
来
が
み
ら

れ
た
。
防
疫
対
策
を
望
む
。

●�

役
場
玄
関
前
で
の
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
に
よ
る
弁
当
企
画
は
喜
ば

れ
て
い
た
が
、
渡
し
方
、
設
置

場
所
に
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

●�

老
々
介
護
、
ひ
と
り
親
家
庭
、

高
齢
単
身
世
帯
か
ら
感
染
後
の

不
安
の
声
が
あ
っ
た
。

●�

中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
支
援
策
に
関
す
る
、

書
類
の
記
入
事
例
な
ど
説
明
が

ほ
し
い
。

１　
調
査
日

　

令
和
２
年
５
月
21
日
（
木
）

２　
調
査
の
概
要

　

当
委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
各
学
校
の
取

り
組
み
を
調
査
す
る
た
め
に
、
感

染
症
対
策
や
授
業
時
数
の
確
保
に

つ
い
て
、
各
学
校
を
訪
問
し
教
室

等
で
の
授
業
風
景
を
視
察
し
た
後
、

校
長
及
び
教
頭
と
意
見
交
換
の
形

式
で
調
査
を
行
っ
た
。
学
校
再
開

で
の
問
題
点
や
困
っ
て
い
る
こ
と

は
な
い
か
等
の
意
見
に
つ
い
て
も

聴
取
し
た
。

■�

柏
原
小
学
校�

（
全
児
童
数　
92
名
）

　

柏
原
小
学
校
で
の
授
業
状
況
は
、

３
密
の
状
態
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
の
児
童
が
マ
ス
ク
着
用
で
授
業

を
受
け
て
、
手
洗
い
の
励
行
が
な

さ
れ
、
体
温
測
定
も
毎
日
行
わ
れ

て
い
た
。

■�

池
之
原
小
学
校�

（
全
児
童
数　
２
９
９
名
）

　

池
之
原
小
学
校
で
の
授
業
状
況

は
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
マ
ス
ク

着
用
で
授
業
を
受
け
て
、
手
洗
い

の
励
行
が
な
さ
れ
、
体
温
測
定
も

毎
日
行
わ
れ
て
い
た
。
柏
原
小
学

校
と
違
い
、
児
童
数
が
多
い
た
め

机
の
間
隔
が
狭
い
と
感
じ
た
。

■�

東
串
良
中
学
校�

（
全
生
徒
数　
１
９
７
名
）

　

東
串
良
中
学
校
で
の
授
業
状
況

は
、
全
て
の
生
徒
が
マ
ス
ク
着
用

で
授
業
を
受
け
て
、
手
洗
い
の
励

行
が
な
さ
れ
、
体
温
測
定
も
毎
日

行
わ
れ
て
い
た
。
生
徒
数
も
多
く
、

身
体
が
大
き
い
た
め
机
の
間
隔
が

狭
い
と
感
じ
た
。

３　
意
見

　

こ
れ
か
ら
、
夏
を
迎
え
暑
さ
や

熱
中
症
に
気
を
付
け
た
対
策
も
必

要
で
あ
る
が
、
教
室
の
換
気
に
つ

い
て
は
、
徹
底
さ
れ
た
い
。
特
に

中
学
校
に
お
い
て
は
、
教
室
に
対

し
て
の
生
徒
の
密
度
及
び
机
間
の

狭
さ
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
各
学

校
に
空
気
清
浄
機
等
の
導
入
等
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
る
よ
う
提
言
す

る
。

総 務
民 生

教 育
産 業

商
工
業
者
は
休
業
要
請
で

　
　
　
経
営
悪
化
が
み
ら
れ
る

中
学
校
、
教
室
内
は

　
　
　
　
密
の
状
況
で
あ
る
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１　
調
査
日

　

令
和
２
年
５
月
21
日
（
木
）

２　
調
査
の
概
要

　

当
委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
各
団
体
が
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の

か
、
ま
た
町
へ
の
要
望
事
項
な
ど

な
い
か
、
会
長
等
と
意
見
交
換
の

形
式
に
よ
り
調
査
を
行
っ
た
。

■
東
串
良
漁
業
協
同
組
合

　

参
事
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明

を
受
け
た
。
昨
年
度
と
比
べ
て
、

水
揚
げ
量
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

価
格
が
大
幅
に
下
落
（
半
減
）
し

て
い
た
。

委
員
会

漁
の
回
数
は
減
っ
た
か
。

　
　
　
　

漁
は
減
っ
て
い
な
い
。

価
格
は
下
が
っ
て
も
漁
は
し
て
い

る
。
水
揚
げ
量
は
上
が
っ
て
い
る
。

価
格
は
安
い
が
、
生
活
の
た
め
に

漁
を
し
て
い
る
。

委
員
会

町
へ
の
具
体
的
な
要
望

は
な
い
か
。

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
組
合
員
か

ら
は
、
聞
い
て
い
な
い
。
本
日
の
理

事
会
で
要
望
が
出
て
く
る
と
思
う
。

委
員
会

組
合
員
数
は
何
人
か
。

　
　
　
　

大
崎
町
を
含
め
て
１�

３
５
名
で
、
大
崎
町
が
半
数
以

上
の
平
均
年
齢
は
70
歳
以
上
で

あ
る
。

■
東
串
良
和
牛
振
興
会

委
員
会

和
牛
農
家
関
係
の
現
状

と
要
望
は
。

　
　
　
　

肥
育
農
家
は
、
枝
肉
価

格
が
下
が
っ
て
い
る
。
宮
崎
県
で

子
牛
１
頭
を
購
入
す
る
と
５
０
０�

０
円
の
補
助
金
が
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
補
助
金
は
で
き
な
い
か
。

生
産
農
家
は
、
市
場
価
格
が
下

が
っ
た
。
農
家
か
ら
は
、
昨
年
の

収
入
が
良
か
っ
た
の
で
、
国
保
税

や
県
民
税
の
納
税
が
大
変
だ
と
の

声
が
あ
る
。
猶
予
や
減
免
等
は
な

い
か
。

委
員
会

和
牛
振
興
会
と
し
て
、

要
望
書
を
町
や
議
会
に
提
出
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

今
は
、
こ
の
よ
う
な
コ

ロ
ナ
の
状
況
な
の
で
、
役
員
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

組 

合
組 

合

組 

合
会  

長
会  

長

■
東
串
良
酪
農
振
興
会

委
員
会

酪
農
家
関
係
の
現
状
は
。

　
　
　
　

牛
乳
は
、
学
校
が
休
校

に
な
っ
た
こ
と
が
、
１
番
の
ダ

メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
加
工
用
の
牛

乳
と
し
て
出
荷
す
る
と
、
農
家
は

手
数
料
の
負
担
が
あ
る
。
例
年
な

ら
こ
の
時
期
か
ら
、
価
格
が
良
く

な
る
が
、
現
在
キ
ロ
あ
た
り
10
円

安
い
。
政
府
の
補
助
金
が
い
つ
に

な
る
の
か
、
い
く
ら
に
な
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
牛
の
ぬ
れ
子
の
価

格
が
２
～
３
万
円
下
落
し
て
い
る
。

原
油
価
格
が
安
く
な
っ
て
い
る
か

ら
、
飼
料
も
安
く
な
る
は
ず
だ
が
、

全
く
変
わ
ら
な
い
。

委
員
会

酪
農
家
の
戸
数
は
。

　
　
　
　

４
戸
で
あ
る
。

■
東
串
良
町
園
芸
振
興
会

委
員
会

園
芸
関
係
の
現
状
は
。

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
影
響
は
、
各
支
部
活
動
や
消
費

地
活
動
が
中
止
に
な
っ
た
。
売
上

は
、
業
務
用
が
悪
く
な
る
と
懸
念

さ
れ
た
が
、
小
売
の
売
り
上
げ
が

あ
が
っ
た
。
先
月
末
ま
で
の
対
前

年
比
は
、
ピ
ー
マ
ン
１
１
０
％
、

キ
ュ
ウ
リ
１
２
０
％
の
伸
び
と

な
っ
て
い
る
。
出
荷
量
は
例
年
並

み
だ
が
、
単
価
が
良
か
っ
た
。
流

通
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
る
。
選

果
場
の
運
営
で
は
、
県
外
に
行
っ

た
人
は
、
２
週
間
自
宅
待
機
を
し

て
も
ら
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
を
配
置
し
た
。

委
員
会

何
か
要
望
は
な
い
か
。

　
　
　
　

園
芸
振
興
会
会
員
の
高

齢
化
や
、
新
規
就
農
者
を
確
保
す

る
た
め
の
支
援
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
は
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１
０
０
０�

万
円
の
初
期
建
設
費
用
が
か
か
る
。

南
大
隅
町
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
て
ほ
し
い
。

委
員
会

選
果
場
の
機
能
は
ど
う

な
の
か
。

　
　
　
　

機
械
が
30
年
経
過
し
て

い
る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ

故
障
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
と
更
新
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
組
合
長
か

ら
広
域
は
、
考
え
て
い
な
い
と
聞

い
た
。
更
新
す
る
に
し
て
も
、
稼

働
し
な
い
３
ヶ
月
の
期
間
で
は
無

理
な
た
め
、
選
果
場
を
稼
働
さ
せ

な
が
ら
、
建
屋
を
新
規
に
建
設
し

な
い
と
で
き
な
い
。

３　
意
見

　

漁
協
の
要
望
は
、
理
事
会
の
結

果
待
ち
で
あ
る
が
、
水
揚
げ
量
は

上
が
っ
て
い
る
の
に
、
価
格
が
大

幅
下
落
の
状
況
を
町
に
申
告
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

和
牛
振
興
会
及
び
酪
農
振
興
会

に
お
い
て
は
、
価
格
が
大
幅
下
落

し
て
い
る
状
況
を
町
に
申
告
し
、

要
望
書
等
を
提
出
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

園
芸
振
興
会
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
新
規
就
農
者
や

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
機
械
の
老
朽
化

の
問
題
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

調
査
の
継
続
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

副
会
長

副
会
長

会  

長

会  

長
会  

長

教 育
産 業

農
水
産
物
、
コ
ロ
ナ
禍
で

　
　
　
市
場
価
格
が
下
が
っ
て
い
る

子牛、乳価も市場価格は下がっている子牛、乳価も市場価格は下がっている

ピーマン・キュウリは単価がよかったピーマン・キュウリは単価がよかった
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『
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
』

最
近
、
耳
に
す
る
外
来
種
の
植
物

の
名
称
で
あ
る
。
最
近
、
役
場
の

農
林
水
産
課
か
ら
町
内
一
円
に
配

布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
で
も
紹
介
さ
れ

た
。

　

今
、
町
内
の
田
ん
ぼ
、
そ
の
用

水
路
、
排
水
路
に
侵
入
し
て
き
て

繁
殖
し
て
い
る
厄
介
な
代
物
で
あ

る
。（
写
真
①
、
②
）

　

稲
刈
り
の
時
、
コ
ン
バ
イ
ン
の

刈
り
取
り
部
に
絡
み
つ
い
た
り
、

あ
る
い
は
脱
穀
部
に
貼
り
つ
い
て

作
業
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
。

　

こ
れ
は
、
最
近
、
河
川
や
湖
沼

に
も
は
び
こ
り
だ
し
、
も
と
も
と

そ
こ
に
あ
っ
た
在
来
の
植
物
を
駆

逐
し
た
り
、
環
境
汚
染
を
引
き
起

こ
す
な
ど
世
界
的
に
も
注
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
、
町
内

の
川
東
を
流
れ
る
塩
入
川
、
下
伊

倉
を
流
れ
る
和
田
川
に
も
そ
の
繁

殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

放
っ
て
お
い
て
は
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
危
機
感
を
持
っ
た
農

家
の
方
々
が
東
串
良
町
南
部
み
ど

り
サ
ー
ク
ル
に
お
い
て
、
滋
賀
県

琵
琶
湖
の
研
究
者
の
方
を
呼
ん
で

勉
強
会
を
開
い
た
。（
写
真
③
）

　

農
林
水
産
課
職
員
の
協
力
の
も

と
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
研
さ

ん
を
深
め
た
。
琵
琶
湖
で
も
年
に

３
億
円
ほ
ど
の
予
算
で
、
オ
オ
バ

ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ
の
除
草
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
。
町
内
で
は
他
の

み
ど
り
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
も

呼
び
か
け
、
対
策
を
立
て
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

東
串
良
町
だ
け
で
な
く
、
肝
付
町
、

鹿
屋
市
に
も
声
掛
け
を
し
よ
う
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

あ
と
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
、
田

ん
ぼ
の
水
不
足
の
問
題
へ
の
取
り

組
み
の
要
求
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

を
町
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
報
告
申
し
上
げ
た
い
。

田んぼの中で繁殖（写真①）

繁殖するオオバナミズキンバイ（写真②）

琵琶湖の研究者を招いた勉強会（写真③）

◀
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
卵

◀�

用
水
路
や
排
水
路
ま
で�

侵
入
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ
イ

瀨
戸
山　

譲
一

議会だよりの表紙や取り上げられた記事の写真の中で�
「うちの子が載っていた」「記念に」という写真がありましたら、
議会事務局へご連絡ください。
※掲載されているご本人、またはご家族に限ります。

【☎６３－３１３２】

写真を差し上げています
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　今年も町民の皆様との意見交換会として「みんなで語ろ会」を開催します。
　昨年は「防災」がテーマでした。今年のテーマについて、皆様の多彩な意
見を募集します。
（例）：�町の福祉行政、高齢化社会について、�

議会のあり方がどうあるべきか　etc.

募集期間：令和２年８月27日（木）まで
テーマ募集の宛先：�東串良町議会事務局�

（☎：63-3132　FAX：63-3138）

令和２年「みんなで語ろ会」
次のとおり、開催を計画しています。

池之原校区　令和２年11月22日（日曜日）
柏 原 校 区　令和２年11月29日（日曜日）

場所：（池之原校区、柏原校区とも）役場３Ｆ 委員会室
※�新型コロナウイルスが県内でも多発しています。その時の状況により
中止することもあります。

「「みんなで語ろ会みんなで語ろ会」」のの
テーマテーマをを募集募集します！します！

色んなご意見
待ってまーす！
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みなさんからいただいた意見は、今後、協議や調査を行い、町当局に提言や要望をしていきます。

朝、学校に行くとき、豊栄に行くところとバイパスの
分かれ目の交差点は、10台のうち
1台も止まってくれません。

前は黄色の旗があったのですが、
最近はなくなっています。

旗だけあればいいと思います。

三角公園のリニューアル
ありがとうございます。

町営プ
ールは

子ども
が

よく利
用して

います
。

トイレ
と更衣

室を使
いやす

く

してい
ただけ

ると、
さらに

利用者
が増え

ると思
います

。

新型コロナウイルスの発生で色々なことが自粛中になっているが、プラス思考で色々な課題などを前向きにクリアにできていく東串良町になれ！！

柏原地区にも公園
が欲しい。

町営プールのトイ
レと更衣室を

きれいにしてほし
い。

くさくて、狭い。

みなさんからの意見
クイズの解答と一緒に寄せられた意見を紹介します。

町内の巡回活動
定期的に議員全員で町内を巡回し、道路等の危険箇所を調査しています。
調査後、意見の集約を行い、町の所管課へ改善要求を行っています。

★巡回18回目★
令和２年５月１日

　巡回地 
柏原・俣瀬・新川西・
池之原地区

▲�見通しが悪いか現場を調査。（俣瀬集落のＴ字の道路）

▲�陳情採択後、ようやく今年度設計の�
予算がついた町道。（弁天新町線）

▲�木の根などが露出し、がけ崩れの危険がある。
（池之原小学校横の道路ののり面）

▲�舗装がされておらず、道路の状況が悪い。�
（新川西上一集落の西側農道）
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議会だよりクイズ　第12弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま

でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、

議会へのご要望など
　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書

カードをお送りします。
●�しめきりは、令和２年９月10日です。（当日消印

有効）
●�あて先　
　�〒893-1693　東串良町川西1543
　東串良町議会事務局　
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で

掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第11弾の答え
問題�　町営プールはどっちの地区にあるでしょう

か。
答え　柏原地区
　応募総数８通、正解者８人、このうち抽選に
より３人に図書カードを進呈しました。（池之原・ 
９歳・女性）、（岩弘・10歳・女性）、（川東・49歳・女性）

写真Ａの
神社の名前は次のうちの
どれでしょうか？
① 山

やま

貫
ぬき

神社
② 田

た

貫
ぬき

神社
③ 宮

みや

貫
ぬき

神社

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト　　　　　・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693 東串良町川西1543番地  東串良町議会事務局
　　　　　 メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和２年10月９日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くし
ら」に採用された方
には、図書カードを
お送りします。

●�応募作品は、第147号�
（11月発行）で掲載
する予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか

写真Ａ写真Ａ

１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。
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本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 24

編
集
後
記

Vol.28

輪
和
話
の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わ　
大
隅
の
在
宅
医
療
を
支
え
る

会
は
、
東
串
良
町
を
拠
点
に
訪

問
看
護
を
展
開
す
る
女
性
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
構

成
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
30

代
か
ら
50
代
の
女
性
の
四
人
で

す
。
東
串
良
町
在
住
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
心
し
て
在
宅
で
過
ご

し
て
い
く
た
め
の
大
切
な
知
識

や
情
報
の
交
換
、
今
大
隅
に
必

要
な
ケ
ア
は
何
か
を
み
ん
な
で

考
え
、
話
し
合
い
に
必
要
な
情

報
を
多
く
の
方
に
も
伝
え
て
い

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の「
ひ
ろ
が
り
」

や
「
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
目

的
で
企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け

て
『
輪
和
話
の
ひ
ろ
ば
』
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
、
も
っ
と
議
会
だ
よ

り
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ

ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

く
活
動
が
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
令
和
２
年
２
月
に
結
成

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、「
す

べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、
よ

り
よ
く
生
き
て
ゆ
け
る
世
界
」

の
実
現
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
笹
川
保
健
財
団
の

喜
多
会
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
県
内
で
初
の
講
演
を
令
和

２
年
２
月
23
日
の
日
曜
日
に
東

串
良
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。　
　

　
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
も
あ
り
ま
す
が
、
講
習

会
や
勉
強
会
の
開
催
、
ま
た
交

流
会
を
含
め
た
企
画
を
開
催
し
、

多
く
の
方
と
の
交
流
を
通
じ
て

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

～
　
ひ
と
こ
と
　
～

　
今
後
も
介
護
を
担
う
家
族
の

不
安
や
疑
問
に
つ
い
て
触
れ
る

良
い
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
く

よ
う
活
動
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
取
材　
小
川　
香
織
）

大
隅
の
在
宅
医
療
を

支
え
る
会

講演会の様子講演会の様子

表紙の案内

　表紙の写真は、池之原小学校の水泳学習
の様子です。６月29日から７月３日は、水
泳学習参観ウィークということで、保護者
の方が授業を参観していました。撮影をす
る前に担任の先生から、「児童が輪になって
浮かぶので、そこはシャッターチャンスで
すよ」と教えてもらいました。児童は息を合
わせるため、友達と顔を見合わせ、声を掛
け合いながら、きれいな輪になっていました。

（左）笹川保健財団の喜多会長
（左）笹川保健財団の喜多会長（右）代表の林さん（右）代表の林さん

　

コ
ロ
ナ
の
勢
い
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
町
民
の

方
々
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
な
ん
と

か
お
さ
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
影
響
は
教
育
や

医
療
、
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
及

び
、
行
政
や
議
会
活
動
の
分
野
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
議
会
の
研
修

や
各
種
会
合
も
開
催
中
止
や
延
期

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
招
集
さ
れ
た
６
月

議
会
で
は
、
町
長
が
示
し
た
施
政

方
針
に
対
し
て
、
議
長
を
除
く
９

名
の
議
員
全
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
本
誌
の
６
ペ
ー

ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
る
質
問
と
答

弁
の
内
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
議

員
の
職
責
は
行
政
に
対
す
る
批
判

と
提
案
で
す
。
議
員
一
人
当
た
り

の
掲
載
文
字
数
は
、
答
弁
を
含
め

て
１
０
０
０
字
以
内
な
の
で
、
省

略
し
た
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
行
政

や
議
会
、
議
員
活
動
へ
の
ご
意
見

を
引
き
つ
づ
き
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

宮
地　

利
雄

〈
お
詫
び
〉
議
会
だ
よ
り

１
４
５
号　

５
ペ
ー
ジ
堆
肥

セ
ン
タ
ー
変
更
契
約
の
変�

更
後
金
額
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
、
１
億�

７
４
２
２
万
円
で
す
。

　

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

シャッター
チャンス


